
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳
の

あ
る
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支

援
専
門
員
な
ど
の
専
門
家
が
高
齢
者
の
皆

さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 Q
ど
の
よ
う
な
人
が
利
用
で
き
ま
す
か
。

 

Ａ
次
の
よ
う
な
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族

・
基
本
健
康
診
査
な
ど
で
生
活
機
能
低
下

　

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
（
二
次
予
防

　

事
業
対
象
者
）

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
・

　

２
と
認
定
さ
れ
た
人

・
寝
た
き
り
や
認
知
症
で
介
護
が
必
要
な

　

人
・
高
齢
者
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
困
っ

　

て
い
る
人
な
ど

 Q
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

 

Ａ
市
内
２
か
所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
窓
口
相
談
、
電

話
相
談
、
状
況
に
応
じ
て
訪
問
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階

対
象　

中
央
、
棚
尾
、
大
浜
、
西
端
地
区

在
住
の
人

問
合
せ　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（46）
５
５
１
２

②
碧
南
社
協
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

と
こ
ろ　

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象　

新
川
、
旭
地
区
在
住
の
人

問
合
せ　

碧
南
社
協
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（46）
３
８
４
０

 Q
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

 

Ａ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
大
き
く

４
つ
の
機
能
を
持
ち
、
高
齢
者
の
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

①
総
合
相
談
支
援

　

介
護
に
関
す
る
相
談
、
心
配
ご
と
、
健

康
、
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関
す
る
問
題

に
対
応
す
る
総
合
的
な
窓
口
で
す
。

②
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
ず
、
生
活
機
能
の
維

持
や
向
上
に
よ
り
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に

家
庭
や
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

③
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

●
高
齢
者
虐
待
の
相
談
受
付
窓
口

　

状
況
に
応
じ
て
警
察
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
守
り
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
本
人
が
連
絡
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
が
虐
待

の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虐
待

し
て
い
る
介
護
者
も
支
援
の
対
象
と
し
、

介
護
者
の
負
担
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

●
成
年
後
見
人
制
度

　

金
銭
管
理
な
ど
に
自
信
が
無
く
な
っ
た

人
に
財
産
管
理
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
消
費
者
被
害
の
防
止

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、

消
費
者
金
融
な
ど
の
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
状
況
に
応
じ
て
警
察
や
消
費
者
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

④
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
医
療
・
福
祉
な
ど
関

係
機
関
の
連
携
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
適
切
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
や

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 Q
認
知
症
の
相
談
や
悩
み
を
話
す
こ
と
が

で
き
る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
。

 

Ａ
認
知
症
の
相
談
は
「
物
忘
れ
（
認
知
症
）

な
ん
で
も
相
談
」
、
介
護
の
悩
み
は
「
認

知
症
高
齢
者
家
族
の
つ
ど
い
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
認
知
症
は
、
早
期
発
見
と
適

切
な
治
療
・
対
応
が
大
切
で
す
。
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
ら
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地域包括支援センター

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

保健師 社会福祉士
主任介護支援
専門員
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